総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２２～２６年度）

テーマ1小課題番号1.1&1.3、テーマ2小課題番号2.1　山下哲郎（建築学部建築学科）
著書

1. 山下哲郎： 鋼構造制振設計指針（分担）,日本建築学会, pp.123-125, 181-183, 2014.11
2. 山下哲郎：東日本大震災合同調査報告　建築編３　鉄骨造建築物　シェル・空間構造（分担）, 日本建築学会, p.273, pp.278-280, pp.298-299, 2014.9
3. 山下哲郎：耐震構造の設計,日本建築学会関東支部、６章 鋼構造（分担）、pp.367-452、2012.10
4. 山下哲郎：既存建築物の耐震診断・耐震補強設計マニュアル2012年度版, 一般社団法人　建築研究振興協会、同　構造調査コンサルティング協会、横浜市建築設計協同組合, 屋内運動場（分担）, 非構造部材の診断と補強（分担）,上巻 pp.278-281, 下巻pp.191-192,2012.9
査読付き論文

1. 武田和也・西川豊宏・山下哲郎・大橋一正, 建築設備における天吊り配管と吊りボルトの耐震性能に関する実験的研究, 空気調和･衛生工学会論文集, 208 pp.21-28, 2014年7月
2. 小泉秀斗, 坂本有奈利, 久田嘉章, 山下哲郎, 振動台実験によるシステム天井シングルライン工法の力学特性および損傷評価に関する研究, 日本地震工学会論文集, Vol.14 No.2 pp.144-163, 2014.5
3. 山下哲郎、竹内良太、白鳥和希、佐藤玄樹, 正三角形格子鋼板の繰り返しせん断加力実験, 日本建築学会構造系論文集, Vol.76 No.694 pp.2153-2163, 2013.12 
4. 山下哲郎、仙場雄太, 六角形格子で構成された単層格子シェル構造の弾性座屈特性, 日本建築学会構造系論文集, Vol.76 No.694 pp.2143-2152, 2013.12 
5. 米田良祐，山下哲郎, 鉄骨造学校体育館の桁行方向ブレース構造の弾塑性応答変形推定, 日本建築学会技術報告集, 42 501-506, 2013年6月 
6. 山下哲郎, 久田 嘉章, 坂本 有奈利, 久保 智弘, 新宿区超高層街区に建つ鉄骨造超高層建築の東北地方太平洋沖地震前後の振動特性, 日本地震工学会論文集　特集号「2011年東日本大震災」その１, 12 4 14-26, 2012年9月
7. 佐藤玄樹、山下哲郎、竹内良太, せん断と面内曲げを受ける正三角形格子耐震壁の線形座屈荷重の評価, 構造工学論文集、日本建築学会, 58B 437-443, 2012年3月
8. 志津えりか，大橋一正，西川豊宏，山下哲郎，増田真也, スプリンクラ配管の静的加力実験 -建築の非構造部材・建築設備の耐震補強と改修に関する研究(その1)-, 日本建築学会技術報告集, 38 249-254, 2012年2月
9. 星幸男、久田嘉章、山下哲郎、鱒沢曜、島村賢太, 超高層建築における常時微動・人力加振・地震観測記録と 3 次元立体解析結果の比較検討による振動性状評価に関する研究, 日本地震工学会論文集, 10 2 73-88, 2010年5月

ほか、2編

国際学会論文（査読付も含む）

1. Tetsuo Yamashita, Seismic Performance of X-Braces of Steel Equal-leg Angle, 15th World Conference on Earthquake Engineering, Lisbon, 2012, No.3260 (in USB), 2012年9月（査読あり）
ほか、１１編
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 山下哲郎, 置屋根支承部の実験, 建築研究開発コンソーシアム　鉄骨置屋根構造の耐震性能に関する研究会資料、「鉄骨置屋根構造の被害分析および耐震診断の進め方」, pp.100-110, 2013年9月
ほか、９編
招待講演
1. 山下哲郎, 耐震診断と改修の現状, 大空間施設の総合的耐震性能を考える―東日本大震災を経験して―、2012年度日本建築学会PD, pp.26-39, 2012年9月
口頭発表

1. 山下哲郎・白鳥和希・和田直記, 鉄骨置屋根構造スライド支承部の可動性に関する研究　その2　可動性に関する考察, 2014年度日本建築学会大会（近畿）（学術講演梗概集B-1 pp.881-882), 2014.9
ほか、４９回
外部資金の獲得

1. 山下哲郎：優れた意匠性と透光性を有する鉄骨格子耐震壁の耐震性能評価実験、公益財団法LIXIL住生活財団研究助成、1,200千円、2014
ほか、計3,750千円
知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）

シングルライン天井板落下防止金具（特許申請予定）
その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
2012年度日本建築学会大会構造部門PD（シェル・空間構造）「大空間施設の総合的耐震性能を考える―東日本大震災を経験して―」担当小委員会主査として企画、事務局を担当

輩出した博士・修士・学士
修士8名　学士35名
